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Ⅱ. 次の文1～3を読み，下記の設問Ａ・Ｂに答えよ。解答は解答用紙の所定欄にしるせ。

1．アイヌは文字をもたなかったため，近代までの状況は遺物やアイヌと接触した他者の

記録に負うところが多い。日本史上では古代に相当する時代でも，のちにアイヌと呼ば

れる人々の生活圏には水稲耕作は伝わらず，漁労や狩猟に基礎を置く続縄文文化が続き，

7世紀以降，生活用具が石器から鉄器に転換して（ イ ）文化の時代に入った。5世

紀以降にオホーツク海沿岸に形成された土器文化が変容して南下し，東北北部から北海

道，サハリンに分布する（ イ ）文化と融合して，13世紀頃にアイヌ文化が形成され

た。アイヌ文化の特徴としては，自然界のあらゆるものに魂が宿り神の下に共生すると

いう精神文化や信仰，アイヌ語，衣服などの独特な文様などが挙げられる。また，アイ

ヌにとって，アムール川下流域の人々や和人との接触・交易は重要だった。

津軽の（ ロ ）氏は鎌倉幕府から
1）
アイヌとの交易権を認められた。アイヌは熊など

の獣皮や北方との交易で得られる鷲羽などを，和人は酒，米，漆器，鉄などを交易品と

した。14～15世紀には本州から北海道南部に進出した豪族がそれぞれ沿岸に港や濠，土

塁をめぐらした館を中心に居住地を形成し，（ ロ ）氏の支配下に属してアイヌとの

経済関係を深めた。和人の進出はしだいにアイヌを圧迫した。和人の鍛冶職人がアイヌ

を殺害した事件をきっかけに，耐えかねたアイヌは1457年，大首長（ ハ ）を中心に

蜂起し，和人の居住地のほとんどを攻落したが，上ノ国の蠣崎氏によって制圧された。

以降，蠣崎氏は勢力を強め，松前に拠点を置いてアイヌとの交易を掌握し，
2）
豊臣秀吉か

ら朱印状を与えられ，のちに松前氏と改称した。

2．松前藩とアイヌとの交易は，近世の国際関係の
3）
「四つの口」の1つとなった。松前藩

主はアイヌとの交易権を家臣に与える（ ニ ）制をとった。アイヌは松前藩，松前藩

士の指示に従って交易をおこなわねばならず，また物々交換による交易条件が不利であ

っても受け入れねばならなかったために不満が蓄積し，ついに1669年，（ ホ ）が中

心となって蜂起したが，松前藩は津軽藩などの協力を得てこれを鎮圧した。18世紀に入

ると松前藩の財政が悪化し，特定の和人商人に交易を任せて運上を取る（ ヘ ）制が

おこなわれるようになり，これはやがて千島・樺太南部にも広がった。

18世紀後半になると，幕府はロシア対応と北方警備対策に追われた。仙台藩士で『海

国兵談』を著した（ ト ）は海防の緊急性を説いたが，幕政批判として弾圧された。

老中の
4）
田沼意次は，仙台藩医である（ チ ）の『赤蝦夷風説考』に啓発され，ロシア

との交易や蝦夷地開発を計画して千島探査をさせたが，田沼の失脚で中止になった。松
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前藩がクナシリ・メナシのアイヌの蜂起を鎮圧すると，幕府はアイヌとロシアの繋がり

を警戒し，国防を強化した。1792年にはロシア使節（ リ ）が漂流民の
5）
大黒屋光太夫

を伴って根室に来航し，江戸での幕府との通商交渉を求めたが，幕府は長崎で交渉する

よう伝え，長崎港の入港許可証を渡して帰国させた。ロシアは択捉島でアイヌと交易を

おこなっていたため，幕府は択捉島を探査させて
6）
「大日本恵登呂府」の標柱を立てさせ

た。ロシアが南下する中，幕府は蝦夷地を直轄地として松前奉行の支配下に置いて東北

諸藩に警護を命じ，アイヌに対しては同化政策を取るようになった。日本の警備兵が国

後島で捕えて監禁したロシア軍艦の艦長と，ロシアが抑留した日本人商人との交換で両

国の関係が改善すると，幕府は蝦夷地を松前藩に還付した。
7）
日露和親条約では，択捉島

以南は日本領，樺太は国境を定めず両国人の雑居地となった。樺太の帰属問題は明治に

なってから結ばれた樺太・千島交換条約で確定する。1856年には，アイヌの呼称が「夷

人」（外国人）と区別するため「土人」となった。

3．明治政府は1869年，開拓使庁を置き，蝦夷地を北海道と改称した。北方開発とロシア

対策のため，政府主導による和人の移住と
8）
西洋の農業技術を取り入れた開拓，入植が推

進された。1871年の戸籍法制定により，アイヌは日本戸籍を付与され，和人名で「平

民」として登録されたが，行政上は「旧土人」という呼称が残った。開拓使次官の
9）
黒田

清隆の建言により，北方防備のために軍事訓練を受けながら開拓をおこなう（ ヌ ）

制度が1874年から実施され，生活の基盤を失った士族の失業対策にもなった。北海道の

官民一体の開拓事業の展開と移民の流入は，アイヌの漁労・狩猟など生業の場を侵食し，

アイヌ文化の継承をより困難にさせた。1899年にはアイヌ保護を名目にした北海道旧土

人保護法が制定され，アイヌへの土地給付と農業従事が奨励されたが，良好な農地はす

でに和人の移住者に分配されており，アイヌの状況改善は進まなかった。また，教育面

でもアイヌの児童は和人の児童との分離教育が基本であり，修学内容・年限・就学年齢

などに和人の小学校との相違があった。

アイヌは14世紀には交易を介して和人に取り込まれ，19世紀初頭からの同化政策に

よりアイヌとしての尊厳やアイヌ文化を失う環境に置かれてきた。
10）
20世紀末から徐々に

法整備が進み，改善の方向に動き出してはいるものの取り組むべき問題は多く，未だ途

上にある。
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Ａ．文中の空所（イ）～（ヌ）それぞれにあてはまる適当な語句をしるせ。

Ｂ．文中の下線部1）～10）にそれぞれ対応する次の問1～10に答えよ。

1．これの津軽における拠点はどれか。次のａ～ｄから1つ選び，その記号をマークせ

よ。

ａ．江差 ｂ．十三湊 ｃ．福浦 ｄ．坊津

2．これに関する次の文ⅰ・ⅱについて，その記述の正誤の組み合わせとして正しいの

はどれか。下記のａ～ｄから1つ選び，その記号をマークせよ。

ⅰ．京都の金工住友家に天正大判をつくらせた

ⅱ．後水尾天皇から豊臣の姓を与えられた

ａ．ⅰ：正 ⅱ：正 ｂ．ⅰ：正 ⅱ：誤

ｃ．ⅰ：誤 ⅱ：正 ｄ．ⅰ：誤 ⅱ：誤

3．この内の1つである長崎の元オランダ通詞で，万有引力説や地動説を紹介したのは

どれか。次のａ～ｄから1つ選び，その記号をマークせよ。

ａ．大槻玄沢 ｂ．志筑忠雄 ｃ．高橋景保 ｄ．本木昌造

4．これに関する記述として正しいのはどれか。次のａ～ｄから1つ選び，その記号を

マークせよ。

ａ．計数銀貨の南鐐二朱銀を鋳造させた

ｂ．11代将軍徳川家斉の側用人から老中になった

ｃ．将軍職の地位と権威を高めるため，閑院宮家を創設した

ｄ．町入用の節約分の7割を積み立て，災害や飢饉に備えさせた

5．これに関する記述として正
�

し
�

く
�

な
�

い
�

のはどれか。次のａ～ｄから1つ選び，その記

号をマークせよ。

ａ．アリューシャン列島に漂着してロシア人に救われた

ｂ．淡路の船頭で，江戸に向かう途中で嵐に遭い，航路を外れた

ｃ．これの見聞をもとに，桂川甫周は『北槎聞略』を著した

ｄ．ロシアの首都ペテルブルクで，エカチェリーナ2世に謁見した
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6．これを立てた2人の人物の組み合わせとして正しいのはどれか。次のａ～ｄから1

つ選び，その記号をマークせよ。

ａ．近藤重蔵・高田屋嘉兵衛 ｂ．近藤重蔵・最上徳内

ｃ．間宮林蔵・高田屋嘉兵衛 ｄ．間宮林蔵・最上徳内

7．これにより開港さ
�

れ
�

て
�

い
�

な
�

い
�

のはどれか。次のａ～ｄから1つ選び，その記号をマ

ークせよ。

ａ．神奈川 ｂ．下田 ｃ．長崎 ｄ．箱館

8．これを導入するために，札幌農学校が設立された。ここで学び，キリスト教に入信

したのはどれか。次のａ～ｄから1つ選び，その記号をマークせよ。

ａ．志賀直哉 ｂ．徳富蘇峰 ｃ．新島襄 ｄ．新渡戸稲造

9．これに関する記述として正
�

し
�

く
�

な
�

い
�

のはどれか。次のａ～ｄから1つ選び，その記

号をマークせよ。

ａ．伊藤博文のもとで，ドイツ人法学者の助言を得ながら，大日本帝国憲法の起草に

従事した

ｂ．薩摩藩出身者らに，開拓使の官有物を安価に払い下げようとしたことが政治問題

化した

ｃ．政府の政策は政党の意向によって左右されてはならないという超然主義の考えを

示した

ｄ．内閣総理大臣在任中に大日本帝国憲法の発布があった

10．これに関する次の文ⅰ・ⅱについて，その記述の正誤の組み合わせとして正しいの

はどれか。下記のａ～ｄから1つ選び，その記号をマークせよ。

ⅰ．アイヌ施策推進法（アイヌ民族支援法）は，アイヌを先住民族と明記した

ⅱ．アイヌ文化振興法が制定され，北海道旧土人保護法は廃止された

ａ．ⅰ：正 ⅱ：正 ｂ．ⅰ：正 ⅱ：誤

ｃ．ⅰ：誤 ⅱ：正 ｄ．ⅰ：誤 ⅱ：誤
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【以下余白】
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